
●気密性比較（床面積を132㎡として計算） 

在来工法 SW工法 C=1.0
※在来工法のデータはディックス（株）の技術資料による 
※実住宅の数値は、気密測定によって確認することができます。 

省エネ・快適 

複層ガラス 

●断熱・防露サッシ「シンフォニーマイルド」 ●基礎断熱 

〈窓まわりの断熱構造〉 〈基礎部分の断熱構造〉 

C=9.0

SW工法住宅は「次世代省エネルギー基準」対応で、 
地球温暖化防止に貢献しています。 

SW工法は断熱性能（Q値、μ値）・気密性能（C値） 
で次世代省エネルギー基準をクリア可能 

3.49W/（㎡・K）以下〔3.0kcal/（㎡・h・℃）以下〕 
アルミ＋樹脂の複合構造で高い断熱性能を発揮します。 基礎に断熱材を施工します。 

※基礎の仕様は地域・地盤の状況によって異なります。 ※地域により仕様は異なる場合があります。 

※地域により仕様は異なる場合があります。 
床の直下に断熱材を入れ、建物の断熱性能を高めます。 
※基礎の仕様は地域・地盤の状況によって異なります。 

3.49W/（㎡・K）以下〔3.0kcal/（㎡・h・℃）以下〕 
ドアに組み込んだ断熱材が、高断熱性能を発揮します。 

壁パネルの施工と同時に気
密・断熱パッキンが柱や梁に
密着、隙間を小さくします。 

気密パッキン 

高性能スーパーウォール・パネル 

発泡 
ポリウレタン 

発泡 
ポリウレタン 

高性能スーパーウォール・パネル 

柱 

断熱パッキン 
特許（2738519号） 
気密・断熱性を 
飛躍的に高めます。 

パネルの特長 （気密パッキン・断熱パッキン） 
 

　発泡ポリウレタン60mm
と同等の断熱性能をグラ
スウール（16K）で得よう
とすると106mmの厚さ
になります。 

※（　）内は北海道仕様です。 

サーマル 
ブレイク構造 

断熱 
パネル 

樹脂 

アルミ形材 

アルミ形材 

次世代省エネルギー基準とは、地球温暖化防止策の一環として、住宅における
エネルギー消費に伴うCO2排出削減を目的に設定された、現在の省エネ最高水
準となる基準です（1999年3月公表）。省エネ効率向上を目指して、断熱性能、
気密性能、通風・換気、暖房などについて基準値が設定されています。 

Light-free

Level-free

Power-free

明るさのバリアフリー 

段差のバリアフリー 

操作のバリアフリー 

●「年をとってくると、大きな窓を開け
　るのも大変…」を解消 
●「小さな子供が窓にうっかり手を
　はさまないか心配…」を解消 
●「買い物帰りで手が塞がっていると
　ドアを開けるのも一仕事…」を解消 
 

●「和室へ入る時に敷居でつまづ     
　く…」を解消 
●「浴室の入り口段差で転倒する
　心配…」を解消 
●「車椅子だと部屋間のわずかな
　立上がりが気になる…」を解消 
 

●「夜間の廊下はトイレまで行くのも
　不安…」を解消 
●「夜中にトイレへ行った後、目が覚
　めて寝つけない…」を解消 
●「夜遅くに帰った時、玄関ドアのカ
　ギ穴が見つけにくい…」を解消 

グラスウールの約2倍の断熱性能をもつ発泡ポリウレタンを充填したSWパネルを柱や
梁に密着。パネルの気密パッキン、断熱パッキン（特許）が気密・断熱性を高めます。 

ユニバーサルデザインで 
より安心・安全な家づくり。 
意外に多い家庭内での事故。高齢者やお子様の安全はもちろん、ご家

族にとって安心して暮らせる家づくりをご提案します。 

熱の出入りが激しい窓まわりも 
高断熱部材でしっかり保温します 

玄関ドアやサッシなどは、基材のアルミと断熱性にすぐれた樹脂素材（アルミの1250倍）の
複合構造。アルミの特長をそのままに、樹脂が窓まわりの激しい熱移動をしっかり抑えます。
また、基礎部分の熱移動には、基礎の内側または床での断熱施工でしっかり対応します。 

［スポッ灯］ 
夜中にトイレに行く時など、眠気を醒まさないや
わらかな光で足元を照らし安全に誘導します。 

［アシスト把手］ 
引違い窓のサッシを開ける時の力を40％軽減。
お年寄りやお子様もラクに開け閉めできます。 

［ノンレールサッシ］ 
レールの立ち上がりがないので、つまづきにく
く車椅子でも出入りがスムーズです。 

※仕様は地域・地盤の状況によって異なります。仕様によりイラストと異なる構造となる場合があります。 
OPTION

OPTION

OPTION

一年中快適な温度を保つ 
SW独自の気密・断熱構造 

住宅分野でのエネルギー消費に伴う 
二酸化炭素（CO2）の排出を削減 

「次世代省エネルギー基準」対応住宅なら、 
ひとにも優しい快適な室内環境を実現 

●基準改正の主な目的 

住宅の高気密・高断熱化 エネルギー消費の抑制 CO2の排出削減 地球温暖化防止 

従来の新省エネルギー基準に比べて、気密性・断熱性がさらに向上した 
「次世代省エネルギー基準」。この基準に対応する住宅は、地球にやさ
しい省エネ住宅であるとともに、保温性能の大幅アップによって室内の
上下・水平温度差を解消する、ひとにも優しい健康配慮住宅であると言
えます。 

●多発する家庭内事故への安全対策 
家庭内では意外に多くの事故が起きています。ご家族全員の

安全はもちろんですが、特に65歳以上の高齢者に対して、階段

や浴室などでの転倒をはじめとする、家庭内事故を未然に防ぐ

安全対策が求められます。 

ワンポイント・アドバイス 

●断熱玄関ドア「ポルトNX」 

●うすくて高性能な発泡ポリウレタン 

●床断熱 

省エネルギー基準 

1980年策定 
［住宅性能表示制度］ 
温熱環境－「等級2」 
Q値：5.2W/（m2・K） 

※Q値はⅣ地域の場合の数値 
※「次世代省エネルギー基準」をクリアした住宅に対し、住宅金融公庫では最高250万円の割増融資を行っています。 

新省エネルギー基準 

1992年策定 
［住宅性能表示制度］ 
温熱環境－「等級3」 
Q値：4.2W/（m2・K） 

次世代省エネルギー基準 

1999年策定 
［住宅性能表示制度］ 
温熱環境－「等級4」 
Q値：2.7W/（m2・K） 

SW工法住宅は、気密測定を実施し、お客様の住まいの気密性能を確認いたします。 
（測定は数値をご確認いただくものであり、気密性能を保証するものではありません） 

Q値とは窓・玄関・床・壁・天井そして
隙間などを通じて、住まいの内側から
外へ逃げる熱が床面積1㎡あたりど
れ程あるかを表した数値。この数字
が小さいほど、断熱性に優れているこ
とを示します。 

μ値とは建物が日射によって取得す
る熱量の割合。この数値が小さいほど、
日射取得量が少ないことを示します。
日射に左右されるため、同じ建物でも
地域と方位によって数値が変わります。 
 

C値とは床面積1㎡あたりの住まい
の隙間面積。数値が小さいほど隙間
が小さく、気密性に優れていることを
示します。      

●次世代省エネルギー基準の地域区分 

青森市 

函館市 

盛岡市 

仙台市 

米沢市 

福島市 

宇都宮市 

高崎市 

長野市 

東京 

秋田市 

新潟市 

金沢市 

福井市 鳥取市 

広島市 

下関市 

福岡市 

長崎市 

鹿児島市 

宮崎市 

熊本市 

大分市 

徳島市 

岡山市 

大阪市 名古屋市 

※地域区分は市町村単位になります。詳しくは当社とよく打合
せの上、ご確認ください。 

地域区分 

μ値 

C値 

Q値W/（m2・K） 

cm2/m2

1.6以下 1.9以下 2.4以下 2.7以下 
〔kcal/（m2・h・℃）〕 〔1.38〕 〔1.63〕 〔2.06〕 〔2.32〕 

0.08以下 0.07以下 

2.0以下 5.0以下 

Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

●交通事故と家庭内事故の死亡者数 

※平成14年「人口動態統計」厚生労働省より 

Q値（熱損失係数） 

C値（相当隙間面積） 

μ値（夏期日射取得係数） ミュー 

SUPER WALL for SAFETY

●　15 16　● 

60 mm

発泡ポリウレタン グラスウール（16K） 

グラスウール比 

約2倍の 
断熱性能 

=

11.5cm

34.5cm

34.5cm 11.5cm

屋根が取得する日射量 

壁（開口部含む）が取得する日射量 

交通事故 
36％ 

家庭内事故 
64％ 

65歳以上 
N=13,114

65歳未満 
N=9,739

交通事故 
72％ 

家庭内事故 
28％ 

（87mm） 

（158mm） 

屋根 

窓 

壁 
（外周部） 

床 
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